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箱崎町の皆さま

新年明けましておめでとうございます

皆様には穏やかで清々しい新年を迎えられたこととお

慶び申し上げます。

旧年中は様々な町会の行事にご協力を頂き、大変有り

難うございましたと申し上げたい所ですが、ながびく新

型コロナウイルスによる感染症で、殆どの行事が延期ま

た中止となりました。このようなことが三年間も続くと

は誰もが想像できなかったことです。日本中がマスク姿

に埋め尽くされてしまいました。

しかしながら昨年の中頃から少しずつ感染者の数も減

少し、8月には富岡八幡宮・二の宮神輿も車上ではあり

ますが各町会を巡行し、11月には箱崎公園においてチャ

リティーフリーマーケットが開催され、12月には人形町

商店街前道路での子供餅つき大会も盛大に開催されまし

た。まだまだ油断は出来ませんが、なんとかこのコロナ

禍を克服し、皆様と共に本来の生活を取り戻し、また活

気ある町会にして行きたいと思っております。

しかしながら各町の役員、婦人部・女性部の皆様も

年々歳を取り、その人数も減少傾向にあります。活気あ

る町会を取り戻すためには、もちろん箱崎睦会の方々の

ご活躍無くしては有り得ませんが若い世代、そして新た

に転入された人達のご協力が何よりも大切です。

今年こそは全ての行事が無事に開催され、本来の町の

姿を取り戻すため皆様のご協力のもと、頑張って行きた

いと思います。

皆様にとって、今年一年が素晴らしい年となりますよ

う念願して、新年のご挨拶といたします。

箱崎北新堀町会 会長 大塚英一

箱崎町の皆さま

新年明けましておめでとうございます

新型コロナもまだまだ終息の兆しが見えず不安を抱え

たままの毎日ですが、そんな中でも新しい年を迎えられ

たことに感謝いたします。

この度、箱崎三町会からの推薦をいただき昨年1月の

承認式にて正式に神輿総代と成らせていただきました。

今後は箱崎睦会で培った経験を活かしつつ総代の名に恥

じぬよう精進していく所存ですので、今後ともどうぞよ

ろしくお願い申し上げます。

さて、今年は待ちに待った連合渡御の年になります。

前回から6年ぶりの開催、そして総代として迎える初の

連合渡御という事で今から緊張感と気持ちの高ぶりを感

じ身の引き締まる思いでおります。

昨年は二の宮神輿を出すことができましたが、残念な

がら担ぐことは叶いませんでした。その分今年の連合渡

御では思い切り担ぐことができることを切に願うばかり

です。

最後に箱崎町の更なる発展と皆様のご多幸を心よりお

祈り申し上げます。

神輿総代 眞野勇志
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下段左から箱崎北新堀町会
箱崎二・三丁目町会

前日は餅米研ぎのお手伝い 三の部地区委員・箱崎町メンバー 箱崎町箱四町会の皆さん

第49回子供餅つき大会

新型コロナウィルスの流行で2年

続いて中止となっていた子供餅つき

大会が2022年12月4日（日）に盛大

に開催されました。当日は晴天に恵

まれ、道行く人々に見守られながら

餅をつき、各町会から威勢の良いか

け声が響いていました。

私が竹門さんの後任として地区委

員に選任されたのは2年半前のこと

でした。コロナ禍になり、各種イベ

ントも次々に中止となり、経済の衰

退を危惧する声が各界の著名人から

発信されていました。3年目に入っ

たコロナ禍では、感染対策とのバラ

ンスを取りながら日常生活を取り戻

すことが、この時代にふさわしいイ

ベントの在り方だと実感できた子供

餅つき大会でもありました。

皆様もご存じの通り、例年の8割

程度の規模に縮小となりました。地

区委員は前日に人形町区民館の前で

460キロの米研ぎ作業をしています。

聞いてはいましたが、実際に作業を

するとなると、かなり大変な作業で

地蔵のように黙ってしまうほどです。

大量の米研ぎをする経験なんて滅多

にできないので、私の小学校3年生

の娘と保育園年長組の息子を連れて

行き、貴重な米研ぎ体験を親子でさ

せていただきました。

当日は、餅米や備品を本部まで運

搬し、昨年新調した蒸し器で餅米を

蒸します。蒸し器を新調したことで

各町会から餅米の配給が早くなった、

という声も聞こえてきましたが、

ボイラー係は定刻通りに配給をして

いましたのでご容赦ください。

蒸されて柔らかくなった餅米を臼

に入れて杵でコネるところからは、

男性陣の腕の見せ所でした。このコ

ネる作業で餅米の粒をつぶして、米

同士をくっつけます。餅つきはつい

ているイメージが強いですが、この

コネる作業が餅つきの肝心でした。

餅米同士がしっかりとくっついて、

離れなくなってきたら杵でつきはじ

めます。つきはじめると米の粒がど

んどんつぶれてきて、最後に子供た

ちに仕上げてもらい、テント内で待

機している女性陣にパック詰めをし

ていただくのですが、つきたての餅

は、熱々で小分けにするのも大変な

思いであったと想像ができます。ま

た、賄いのうどんも絶品で、おいし

くいただきました。各町会の皆様、

本当にお疲れ様でした。

久しぶりの子供餅つき大会でした

が、近年では、つきたての餅を口に

する機会も少ないと思います。また、

地域の皆様と楽しく交流できる機会

なので、今回は参加できなかった方

は、来年は節目の50回になります。

節目だからといって、特別なことは

ないと思いますが、是非、参加をお

願いいたします。

最後に、この歴史ある子供餅つき

大会に、地区委員として携われるこ

とに心から感謝しております。今後

も、ご指導、ご鞭撻の程どうぞよろ

しくお願いいたします。

日本橋三の部地区委員 鈴木和重

第10回箱崎チャリティ

フリーマーケット開催

2022年11月13日（日）箱崎公園で

箱崎チャリティフリーマーケットが

3年ぶりに開催されました。

当日は雲行きが怪しく心配でした

が、雨に降られることもなく、多く

の方にお越しいただくことが出来ま

した。

今年は新たな試みとして、子供た

ちにも楽しんでいただけるよう、子

供向けイベント（ダーツゲーム、

スーパーボールすくい）を用意いた

しました。コロナ禍でお祭りが開催

できませんでしたが、久しぶりに子

供たちがゲームで遊んでいる姿を見

ることができ、幸せな気持ちになり

ました。また、美味しい昼食をのん

びり食べていただけるよう、水天宮

ピットの前の道路を通行止めにし、

キッチンカーを手配しました。たこ

焼き、ステーキ丼、カレー、クレー

プなど、どれも大変おいしく、プロ

の味を楽しむことができました。初

めての試みでしたが、皆様から大変

高評でしたので、今後のイベントに

も来てもらえるよう検討したいと思

います。

午後からは風が強くなり、お客様

の出入りも少なくなってしまいまし

たが、なんとか最後まで天気がもっ

てくれたお蔭で無事に終えることが

できました。なお、集まった義援金

59,020円につきましては、後援をい

ただいている中央区に報告のうえ、

内閣府の東日本大震災義援金政府窓

口に送金いたしました。皆様、ご協

力いただきありがとうございました。

来年も11月にフリーマーケットを

開催する予定ですので、皆様のご参

加を心よりお待ちしております。

箱崎睦会 会長 竹内 大
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様々なスタイルで店を広げた
出店者の皆さん

買い物のお客さんもたくさん来場

たこ焼き、カレーライスなど
キッチンカーで食事を提供しました

スーパーボールすくいで遊ぶ
子供たち

賑やかイルミネーション

一昨年、飾り付けた直後の猛烈な

風で倒れてしまったクリスマスツ

リーです。2022年は折れた部品を交

換するなど、各方面の方々のご尽力

により、再び夜の箱崎公園を賑やか

に彩りました。

しかし、クリスマスイブの前日の

強風で再び倒壊しました。けが人の

報告は無かったと言え、二年連続の

事故は大問題です。倒壊の直後には、

近くの保育園の園児たちが箱崎公園

にお散歩に来ていました。ほんの数

分後の事です。

10年以上続いた箱崎公園のツリー

ですが、見直しは必須です。

箱崎イベント部 会田 潔
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炊き出し訓練の様子

三角巾を使った応急救護訓練

水道管に直接蛇口をつないだ応急給水栓

バルーン投光器の説明を受ける参加者

避難所設営訓練 消火器を使った初期消火訓練

2.応急給水栓操作訓練

断水時に地下の水道管から水道水

を供給するために防災拠点に設置さ

れています。有馬小学校の車両出入

口に「災」「給水」と書かれたマン

ホールが目印です。給水栓を開ける

ための用具は小学校の防災拠点倉庫

にあります。

3.防災資器材設置・操作訓練

防災拠点倉庫に備蓄されているバ

ルーン投光器、エアジャッキ、マン

ホールトイレが紹介されました。有

馬小学校の応急給水栓の近辺には非

常時にトイレとして使用できるマン

ホールトイレが5つ設置されていま

す。非常時にはこのマンホールを開

け、穴の上に簡易トイレを設置して

使います。細長いテントのように

なっていて、中が見えないように入

口を閉めることもできます。

有馬小学校防災拠点訓練

2022年11月6日、コロナ禍で実施

が見送られてきた有馬小学校防災拠

点訓練が3年ぶりに実施されました。

防災拠点は、災害時に自宅に住み続

けられなくなった住民の一時避難場

所として区が設置するものです。箱

崎町、中州、蛎殻町と浜町の一部の

地域の防災拠点は有馬小学校になり

ます。防災拠点訓練は、避難所に避

難してきた住民が行うこと、使用す

る設備や資材の使用方法を実地で確

認するものです。当日は朝8時45分

に対象地域の参加者が町会毎にまと

まり有馬小学校の校庭に集合し、訓

練が始まりました。

【避難者名簿の記載】

まず、避難者を把握するため、避

難者名簿を作成します。避難者は町

会毎に用意された避難者名簿に氏名

を記載します。簡易迅速な名簿作成

のため、今回からは記載するのは実

際に避難してきた人の氏名のみにな

りました。

【避難所設営訓練】

避難者が寝泊まりするためのス

ペースは小学校の体育館になります。

参加者は体育館に移動して、アルミ

マット、間仕切りテント、エアマッ

トを実際に設営します。テントは一

人では設営できないので、協力が不

可欠です。区役所職員の指導を受け

ながら、町会員のチームワークで無

事にテントも設営できました。

【巡回訓練】

避難所設営訓練の後は、参加した

10町会を3班に分けて、班ごとに初

期消火訓練/応急救護訓練、応急給

水栓操作訓練、防災資器材設置・操

作訓練の3つの訓練を順番に行う巡

回訓練です。

災害は何時発生するかわかりませ

ん。今回のような防災訓練に参加す

ることで、非常時の行動を少しでも

イメージできるようになるのは意義

のあることです。箱崎町は地区内残

留地域とされていますので、自宅が

使用可能であれば自宅で待機するの

が基本です。自宅には３日分の防災

食や水、簡易トイレ等を日頃から備

蓄されることが推奨されています。

これを機に皆さんの自宅での災害備

蓄状況を確認されてはいかがでしょ

うか。

箱崎北新堀町会 岡本 理

1.初期消火訓練/応急救護訓練

消火器、三角巾の使い方を学ぶも

のです。火災の初期消火には消火器

が欠かせません。消火器の黄色い栓

を抜きとり、ホースの先端を持って

火元に向け、レバーを握れば薬剤が

噴射されます。注意点は、炎の先で

はなく火元を狙うということです。

訓練では水の入った訓練用の消火器

を使用しますが、今回、誤って本物

の消火器が混じっていて、粉末の薬

剤が噴射されるという一幕もありま

した。それでも訓練参加者にとって

はよい勉強になりました。

【炊き出し訓練】

防災拠点訓練の最後は、有馬小学

校防災拠点運営委員会の食料・物資

班によって訓練開始時から調理され

ていたカレーライスの試食です。訓

練当日の天気は晴れでしたが、日陰

は寒かったので暖かいカレーライス

はありがたいものでした。



２０２３年１月　第６９号　　（５）

本の森ちゅうおう

外観（左）と内部の様子（上）

箱崎公園の看板前 噴水の周りと松陰像前にも植えました

～～～ 区議便り ～～～

〇ねずみ対策

最近、地域でねずみをみかけるというご意見を多く伺うようになりまし

た。

箱崎公園、隅田川大橋のたもと、マンションのゴミ捨て場付近など様々

な場所でねずみが増えているようです。地域でのご意見を踏まえ、中央区

保健所による巣穴等の調査、対策等が行われています。また、区では、清

潔なまちの環境整備を目的に「地域ねずみ駆除・防除等の補助金」のメ

ニューも創設し、区内各地でねずみの駆除・防除の取組を進めています。

ねずみ対策は、駆除だけでなく、その後新たに住み着かせないようにす

る防除も大切とのこと。ねずみの駆除・防除が進み、安心して生活できる

環境が整うよう努めて参りたいと思います。今後も、皆様からのご意見を

お聞かせ頂けますと幸いです。

〇「本の森ちゅうおう」オープン

本の森ちゅうおうは、京橋図書館と郷土資料館とが併設され、カフェや

多目的ホールを備えた複合施設です。このたび、2022年12月4日にオープン

しました。郷土資料館１階の床には中央区内の昔の地図が刻まれています。

懐かしい記載もありますので、ぜひ、お立ち寄りください。

＜施設概要＞

所 在 地：中央区新富1-13-14

施設規模： 地上６階、地下１階（延面積 約8,600㎡）

京橋図書館：座席数約450席、蔵書数約42万冊

郷土資料館：常設展示室、企画展示

中央区議会議員 かみや俊宏

連絡先 TEL/FAX:03-3666-6651 Mail:info@kamiya-toshihiro.com

箱崎公園に

お花を植えてます

12月10日（土）の午後、箱崎公園

ではクリスマスツリーの飾り付けに

加えて、お花を植える作業も行われ

ました。「箱崎公園花植えの会」の

皆さんが集まり、公園の看板付近や

噴水の周り、吉田松陰像の前にお花

を飾りました。

ご存じの通り、箱崎公園は近隣保

育園児たちの格好の遊び場、昼休み

の時間帯は会社員のひとときの安息

の場でもあり、夏祭りや防災訓練な

ど町会や睦会の活動にも欠かせない

存在です。

20年以上の活動実績がある「箱崎

公園花植えの会」は、箱崎公園を少

しでも明るく楽しい場所にしていき

たいと、現在は辻さん、浅子さん、

村松さんを中心に花植えの活動を

行っているそうです。

今回は竹田さん、津留崎さん、鈴

木さんの3名も加わり、中央区水と

みどりの課から支給してもらった葉

ぼたん、パンジー、きんぎょ草の三

種類のお花を植えました。ご覧いた

だけたでしょうか？

「箱崎公園花植えの会」は水や肥

料を与えたり、虫除けの薬を散布す

るなど、手をかけています。また、

3～4ヶ月に一度は花の植え替えを

行っているそうです。

マンションのベランダではなかな

か出来ない土いじりも、箱崎公園で

は楽しく行えるそうですよ。お花に

興味のある方は、「箱崎公園花植え

の会」に連絡を取ってみてはいかが

でしょうか？

連 絡 先：箱四町会事務所

電話番号：03-5962-3137

箱崎新聞編集部
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バスハイクに参加した箱四町会の皆さん 道の駅おおつの里にて

シャチの大ジャンプは迫力満点！

5m、重さは約3t、車と一緒ですね。

この巨体が豪快なジャンプや、水し

ぶきに圧倒されるパフォーマンスを

繰り広げます。ショーは続きます。

アクティブなＯさんは最前列に着席。

果たして結果は、ずぶ濡れでした。

しかしご本人は充分楽しんでいたよ

うです。お疲れ様でした。

バスハイクも最終行程のお買物、

道の駅君津に到着です。今回、当バ

スハイクは全国旅行割の適用になり

ました。還元は買物券とキャッシュ

バックです。わずかな金額です。で

もこれが起爆剤となり皆さん買物を

楽しんでいました。

次に今回のバスハイクの感染対策

です。ワクチン接種済とバス乗車時

の検温実施、マスクの着用、バス車

内では大きな声を出さない、手指消

毒等を徹底しました。帰路の車内は

ビンゴで盛り上がりました。賞品及

び参加賞は満足頂けましたでしょう

か。また今回のバスハイクは如何で

したでしょうか、来年のバスハイク

は今年以上に楽しめるよう頑張りま

す。ご参加いただきありがとうござ

いました。

箱崎町箱四町会 企画部 横島邦男

令和四年 秋のバスハイク

箱崎に大型バスがやってきました。

コロナ禍で3回中止になったバスハ

イク、満を持しての実施です。

定刻通り出発しアクアライン経由

最初の目的地、おおつの里に到着で

す。こちらでは金魚草（草丈が高く

寒さに強い色鮮やかな花です）3本

の花摘みを体験しました。他にもパ

ンジー、ポピー、なでしこ、ストレ

リチア等色とりどりの花をいっぱい

買っていました。

お昼は鴨川グランドホテルにて和

懐石料理をつまみに酒三昧。初参加

の方も打ち解けての歓談に、時の流

れに身をまかせていました。これが

今回のイベントの本質です。中央区

からも新規町会員の勧誘と地域住民、

町会員相互の親睦を図られたいとの

要請がありました。成果としては、

翌週の廃品回収に参加して頂きまし

た。

バスハイクは続きます。鴨川シー

ワールドに到着。シャチとイルカ

ショーの始まりです。スタジアムは、

ほぼ満席でした。空席は最前列の水

濡れエリアのみです。シャチは体長

編集後記

謹賀新年

旧年中は何かとお世話になりました

本年も変わらぬお付き合いをお願い

申し上げます

◇

2023年1月号はいかがでしたでしょ

うか？ 昨年は後半から様々な行事

が制限を受けつつも開催されました。

一昨年の誌面とは違い、皆さんの笑

顔が溢れる写真が多い印象です。町

会や睦会の行事を通じた地域のつな

がりは捨てたもんじゃないと感じま

した。

◇

今年は熱い・暑い夏祭り、特に神輿

連合渡御が待っています。そろそろ

心の準備を始めないと、あっという

間に本番がやってきます。楽しみで

はありますが、6年間のブランクは

少し怖い気もします。記憶を呼び覚

まして、笑顔がいっぱいの立派なお

祭りにしていきたいですね。

◇

そして箱崎新聞は次号で70号を迎え、

創刊から35年の節目を迎えます。夏

祭りはもちろん、地域の楽しい話題

が盛り沢山の誌面になることを今か

ら願っています。箱崎新聞に相応し

い記事をどうぞお寄せ下さい。よろ

しくお願いします。

2023年前半の予定（詳細は追って回覧、掲示物でお知らせします）

1月 各町会新年会

3月5日（日） 子供スケート教室（日本橋三の部地区委員会）

3月中旬 防災訓練（箱崎三町会）

4月16日（日）新企画・スポーツ大会（箱崎睦会）

4月下旬 手作り鯉のぼり（イベント部）

5月14日（日）わんぱく相撲・中央区大会（日本橋三の部地区委員会）

5月下旬 中央区クリーンデー（中央区）

7月下旬 隅田川河畔ビール祭り（箱崎三町会）

7月下旬～8月中旬 夏休みラジオ体操会（有馬ラジオ体操会）

8月中旬 箱崎夏祭り（箱崎三町会、神輿総代、箱崎睦会）

子供フェスティバル、盆踊り、子供神輿渡御、神輿連合渡御

8月25日（金）～26日（土） 中央区大江戸祭り盆踊り大会（中央区）

社会福祉協議会創立60年

昭和37年に厚生大臣から設立認可

を受けた中央区社会福祉協議会は、

昨年60周年の節目を迎えました。

その記念式典が令和4年12月9日に

日本橋公会堂にて行われ、箱四町会

高齢福祉部の長年の活動に対して感

謝状が贈られました。ここにご報告

致します。


